
◆ 潜水エリアの遵守
海面利用協議会で決められた潜水エリアを遵守します。

◆ 最大潜水深度の制限
レジャーダイビングで推奨される深度限界内（３９ｍ以浅）を遵守します。
また、レベルに合わせた最大潜水深度を徹底します。

◆ 最大引率人数の制限
引率する担当インストラクターが安全にコントロールできる人数に制限します。
また、各種団体が定める規定人数を遵守します。

◆ 潜水計画と実施報告

必要に応じて事前に『うみのわ』に、潜水計画の提出、実施報告をします。
必ずバディシステムを遵守し、ソロダイビングは絶対にしない。

◆ 海況判断

◆ 健康管理
各ダイバーが自身の体調管理を留意し、潜水前の体調確認を怠りません。

◆ シグナルフロートの携行
漂流事故に備え、メンバー全員がシグナルフロートを携行します。

◆ 事故発生後の再発防止策

◆ その他

『伊豆大島 ダイビング うみのわ』　安全潜水ガイドライン

『伊豆大島ダイビングうみのわ』では、以下の項目に留意して安全潜水遂行に努めます。

引率する担当インストラクター、又はグループリーダーがメンバーの人数・技
量に応じた海況判断を慎重に行います。

引率する担当インストラクター、又はグループリーダーは全員の体調変化に注
意します。特に持病を持っているメンバーには、ダイビングの中止を含めた対
応をとります。

引率する担当インストラクター、又はグループリーダーは、誓約書・ダイビング
申込書を必ず提出し、安全潜水を心掛け、最大限の注意を払い、その行動に
努めます。

早朝着の大型客船で来島した際は、必ず休憩を取り、ダイビング活動は8時以
降から実施します。

潜水前に適切な計画を立て、グループ内で共有し、緊急事態に備えたブリー
フィングを必ず実施します。

万が一、事故が発生した際は、情報公開し再発防止に努め、協力を惜しみま
せん。


